
3 つのプロジェクトと17 の施策3 つのプロジェクトと17 の施策新みんなで取り組む「教育立県ちば」プラン

社会の激しい変化と
将来への展望

千葉県教育の目指す姿

千葉県教育をめぐる現状

重点的な取組の方向性（19）施策（５）

重点的な取組の方向性（29）施策（９）

プロジェクトⅠ　志を持ち、失敗を恐れずチャレンジする人材を育てる
　　　　　　　　　～ 夢・チャレンジプロジェクト ～

プロジェクトⅡ　ちばのポテンシャル（潜在能力）を生かした教育立県の土台づくり
　　　　　　　　　～ 元気プロジェクト ～

（１）熱意あふれる人間性豊かな教員の採用
（２）信頼される質の高い教員の育成
（３）子どもの多様化に対応したきめ細かい教育の推進
（４）教職員の負担軽減と学校問題解決のための支援

教育現場の重視と教員の
質・教育力の向上7

（１）魅力ある高等学校づくり

（２）私立学校の振興

（３）公立学校と私立学校の連携の推進

（４）地域に開かれた魅力ある学校づくり

（５）豊かな学びを支える学校・学習環境づくり

人間形成の場としての
活力ある学校づくり6

（１）郷土と国の歴史や伝統文化等について学ぶ教育の推進
（２）多様な文化を認め合う国際社会の担い手の育成
（３）外国語教育の充実
（４）外国人児童生徒等の受入れ体制の整備

郷土と国を愛する心と世界を
舞台に活躍する能力の育成5

（１）系統的なキャリア教育の推進
（２）地域を支える人材の育成
（３）企業や大学・研究機関等との連携による職場体験等の充実
（４）子どもや若者の社会参加の促進

社会的・職業的に自立し
地域で活躍する人材の育成4

（１）体力向上を主体的に目指す子どもの育成
（２）子どもの健康を守る学校保健の充実
（３）食を通じた健康づくりの推進

生きる力の基本となる
健康・体力づくりの推進3

（１）豊かな人間性を育む千葉ならではの道徳教育の展開
（２）社会の一員として必要な力を育む教育の推進
（３）五感を通して学ぶ体験活動の推進
（４）自他ともに尊重し命を大切にする心の教育の推進

道徳性を高める実践的
人間教育の推進2

（１）読書活動や体験活動を通じた学習意欲の向上
（２）子どもたちの主体的な学びを支える取組の充実
（３）授業力の向上による学びの深化
（４）学力向上に係る取組の適切な評価・改善の推進

社会を生き抜く力を育む
主体的な学びの確立1

3 つのプロジェクトと17 の施策3 つのプロジェクトと17 の施策新みんなで取り組む「教育立県ちば」プラン

元気な子ども

元気な学校・家庭・地域

元気な県民
学校・地域における様々な体験を通して
道徳性 と
豊かなコミュニケーション能力 を
身に付け、

郷土と国に 誇りと愛着 を持ち、

確かな学力 を伸ばし
バランスのとれた生活習慣を身に付け
健やか で、

自己肯定感
にあふれた子どもが育っている

地域に 活気 あふれた
「元気な千葉県」
運動 に親しみ
文化活動 を通じて
心豊か に暮らし、
スポーツや文化、芸術で
活躍 する人が増え、
伝統文化に現代的要素が融合した

ちば文化の魅力 が高まり、
一人一人が、千葉県に 愛着や誇り
を感じられるようになっている

子育てや家庭教育を 相談する環境 が整って 家庭の教育力 が高まり、

子どもや若者の成長を支える 地域コミュニティ が形成され、
元気で明るいあいさつの声 が響いている

個性 が輝き、希望や能力 を引き出す学習環境が整い、
いじめや暴力に悩むことなく 、子どもたちが 楽しく学校に通い 、
障害のある子もない子も 共に学び 、地域に 笑顔 があふれている

困難を抱えた 子どもや若者 が、周りの支援によって 生き生きと仕事 をし、有害な環境を
なくす取組が進められている

社会の激しい変化と
将来への展望

人口減少・少子高齢化
核家族化、家庭の果たす役割の変化、
若者が乳幼児にふれる機会の減少

東日本大震災の発生
自助・共助・公助という考えの下、
県内全域の防災力の向上が必要に

地域コミュニティの変容
子どもや家庭の孤立化、
地域における交流の場の減少

グローバル化の進展
国際的な競争力の維持・充実と
それに対応できる人材の育成が必要に

社会の情報化（デジタル化）の進展
「教育・人材」の分野における利活用、
情報モラル教育の促進が必要に

地域間格差、世代間・世代内の
社会的・経済的格差の拡大

雇用環境の変容と社会的・
経済的格差の進行

重点的な取組の方向性（12）施策（３）

プロジェクトⅢ　教育の原点としての家庭の力を高め、人づくりのために力をつなげる
　　　　　　　　　～ チームスピリットプロジェクト ～

（１）家庭や地域における子どもの読書活動の支援
（２）学校等における読書活動の推進
（３）図書館における読書活動の充実

読書県「ちば」の推進11

（１）人間形成の土台となる家庭教育への支援
（２）学校・家庭・地域が連携した家庭教育の推進
（３）親となってかけがえのない子育てを行うための教育の推進

親の学びと家庭教育への支援15

（１）いじめの予防や早期発見のための取組の推進
（２）いじめの防止等のための人材の確保と資質の向上
（３）いじめの防止等のための啓発活動の推進
（４）インターネットを通じて行われるいじめへの対策の推進

いじめ防止対策の推進8

（１）子どもや家庭に対する相談支援体制の充実
（２）学び直しなどの再チャレンジに対する支援の充実
（３）経済的・家庭的理由など様々な困難への支援
（４）虐待など不適切な養育から子どもを守る取組の充実・強化

ちば文化の継承と新たな創造13 （１）文化にふれ親しむ環境づくり

（２）文化財の保存・継承

フェアプレーの精神を育て、楽しさや
感動を分かち合うスポーツの推進12 （１）「するスポーツ」・「みるスポーツ」・「ささえるスポーツ」の推進

（２）人々に夢と感動を与える競技力の向上

（１）早期からの教育相談と支援体制の充実
（２）連続性のある多様な学びの場と支援の充実
（３）特別支援学校の整備と機能の充実
（４）卒業後の豊かな生活に向けた支援の充実
（５）特別支援教育に関する教員の専門性の向上

つながりや支え合いによる
地域コミュニティの形成と
生涯学習社会の実現

16

学びのセーフティネットの構築17

（１）学校を核とした地域コミュニティの構築と子どもの学びへの支援
（２）生涯学習社会を目指した取組の推進
（３）社会教育推進体制の強化
（４）高等教育機関との連携
（５）県教育委員会と市町村、私学等との連携強化

（１）校舎等の計画的な整備、バリアフリー化の促進
（２）東日本大震災を教訓とした防災教育と安全教育の推進

安全・安心な学びの場づくりの
推進14

人格形成の基礎を培う
幼児教育の充実9 （１）教職員の専門性の向上をはじめとした幼児教育の質の向上

（２）小学校就学前教育から初等教育への円滑な接続

※ 「施策」と「重点的な取組の方向性」の後の括弧書きは、それぞれの項目数です。

一人一人の教育的ニーズ
に応じた特別支援教育の推進10

千葉県教育委員会ホームページに、千葉県教育振興基本計画に関する情報を掲載しています。

実施する３つのプロジェクト

Ⅰ  志を持ち、失敗を恐れずチャレンジする人材を育てる ～ 夢・チャレンジプロジェクト～

Ⅱ 千葉のポテンシャル（潜在能力）を生かした教育立県の土台づくり ～元気プロジェクト

Ⅲ 教育の原点としての家庭の力を高め、人づくりのために力をつなげる ～チームスピリットプロジェクト

学校を核とした地域コミュニティ構築、地域人材の活用、学校の地域貢献、高等教育機関
との連携

過密化解消 と連続性のある多様な学びの場に対応する環境整備、指導人材育成が柱
早期からの相談体制、卒業後の自立支援 を新たに明示

生涯スポーツの推進、スポーツ環境の整備、オリンピック・パラリンピックに向けた競技力向上

学校施設の耐震化は 27 年度に完了、以後、老朽化対策 を推進
図書館をはじめ、社会教育施設の耐震化 などを新たに明示

生涯学習の視点のもと、学び直し の重視
福祉部門等と連携しつつ、経済的・家庭的理由など様々な困難 に対応

小中一貫校の検討、コミュニティスクールの推進 など、国の動きを踏まえ、対応を拡充
公立学校と私立学校の連携の推進

国及び郷土の歴史・伝統文化と国際理解・交流 の促進、日本人としての自覚･アイデンティティ
醸成と世界の多様性の受入、英語教育の推進、国際交流の機会拡大

条例制定、基本方針策定 を踏まえ、新たに施策の柱として明示、予防・早期発見、
情報モラル教育等を明記

幼児期からの教育と 保幼小連携 などの連続性を重点としてとらえ、新たに施策の柱として明示
「子ども子育て支援新制度」の下、福祉部門等との連携 や指導人材の育成を一層重視

学力向上プランの成果を継承しつつ、志と学ぶ意欲の重要性 を念頭に、主体的な学び を推進

子どもたちに育てたい５つの資質・能力 を、
施策の柱に据える

道 徳 教 育 先進的かつ個性豊かな 千葉県道徳教育の定着と更なる深化（現場での工夫と実践）（大学との連携）

知 徳 体 グローバル化 ☞

光り輝く「教育立県ちば」を実現する有識者会議（平成 26年度）

「子どもたちに夢と志を」 
「人としての在り方・生き方を考える教育を」 
「自国について海外に発信できる力を」 
「豊かな学びを支える学校づくりを」

光り輝く「教育立県ちば」を推進する懇話会（平成 25年度）

・学力向上　　・教員の資質向上　　・いじめ防止
・道徳教育の充実　　・幼児教育、家庭教育の充実

第１期計画で
残された課題

新たに対応
すべき課題

・「生きる力」の確実な育成 
・社会的・職業的自立に向けた
　能力・態度の育成 
・グローバル化に対応した教育の展開

・様々な教育改革への対応 
・教育格差の解消 
・地方創生

千葉県のポテンシャル

計 画 に 関 す る Ｑ ＆ Ａ

計 画 の 推 進 に あ た っ て

○　授業参観や教育活動の視察をはじめ、中学生・高校生との交流会、「学校を核とした
県内 1000 か所ミニ集会」などにおいて、子どもや教員、県民の意見を直接聞いていき
ます。

○　私立学校の建学の精神に基づく教育の振興を図るとともに、公立学校との連携を推進
することにより、県全体の教育の充実を図ります。

○　福祉、雇用労働、防災、環境、産業など幅広い分野と密接な連携が必要であることから、
横断的、総合的に取り組みます。

○　学校・家庭・地域が連携した質の高い教育環境づくりを目指し、各学校を会場として
開催しているミニ集会などを基盤として、教育を核とした新しい地域コミュニティの構築
を促進し、多様な主体との連携、協働していく体制づくりに努めます。

Ｑ　計画期間はいつまでですか？

Ａ　平成 27 年度から平成 31 年度までの５年間です。

Ｑ　名称を「新　みんなで取り組む『教育立県ちば』プラン」とした理由は何ですか？

Ａ　第１期の後継計画として、「千葉県教育の目指す姿」とともに、その名称も引き継ぎました。また、

「『ふれる』、『かかわる』、そして『つながる』」を取組方針とし、「すべての大人が子どもたちの

育成にかかわる」という自覚のもと、学校、家庭、地域がかかわり、つながることにより、さら

に大きな教育力にしていくという思いを込めています。

Ｑ　成果や課題はどのように把握するのですか？

Ａ　PDCA サイクルをもとに、計画に掲げた目標、施策の基本方向や重点取組などの実施状況

を年度ごとに取りまとめ、外部有識者の意見をいただいた上で、結果を公表します。

新 みんなで取り組む「教育立県ちば」プラン
（平成 27年２月策定）
千葉県 教育庁 企画管理部 教育政策課 教育立県推進室
〒260-8662　千葉市中央区市場町 1－1
電話　043－223－4177

・多様な人材　・首都に隣接　・バランスのとれた産業
・温暖な気候　・海と空の玄関
・大学や研究機関の集積　・盛んなスポーツ・文化活動
・2020 オリンピック、パラリンピックの開催決定

キャリア教育

学 力 向 上

グローバル人材の育成

地域コミュニティ

学びのセーフティネット

施 設 環 境 整 備

ス ポ ー ツ 振 興

特 別 支 援 教 育

幼 児 教 育

活力ある学校づくり

い じ め 対 策

教育立県ちばプラン 検索

新みんなで取り組む
「教育立県ちば」プラン

「ふれる」・「かかわる」・そして「つなが
る」
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千葉県教育振興基本計画
千葉県／千葉県教育委員会


